
書式第 12号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

令 和 4年 度 事 業 報 告 書

些定主宣型量曇 墜II_J△ PAN墾茎生墾三越 ども発達支援

1 事業の成果
第 4期 (令和 4年度)は、当法人にとって大きな飛躍の年となった。当法人は、令和元年の設立から

現在に至るまで新型コロナウイルスの感染拡大に翻弄されてきたが、感染状況がようやく一段落しよう

とする中、来期に向けてさらに成長していくことが期待される。

6月 には、東京都中野区の中でも特に外国ルーツの人々が多く居住する鷺宮地域へと主たる事務所を

移転し、地域貢献活動を支える重要な足場を構築することができた。また、ホームページの開設やオンラ

イン説明会の開催等の広報に注力し始めたことと合わせ、 (社福)中野区社会福祉協議会や (一財)東京

都つながり創生財団のポータルサイ トに当法人の情報が掲載されたことにより、当法人への問い合わせ

数が増加 した。問い合わせの大半は当法人の活動に関心を持つ市民からのものであり、見学からボラン

ティア参加へとつながっていった。ボランティア会員数が前期比 11名増となったことは、活動の成長に

大きく貢献した。

定款に定める事業のうち (1)子 ども及び家族を対象とする発達支援に係る助言 。指導・情報提供 に

ついては、鷺宮地域での支援を中心に活動を行った。「中野区鷺官地域に外国ルーツの人や子ども、保護

者のための『居場所』を作る事業」は、中野区社会福祉協議会、中野区国際交流協会をはじめとする地域

活動団体との連携のもと、前期末の 3月 にプレオープンし、今期 4月 から本格的に定期開催をスター ト

した。特に、この事業を対象として赤い羽根中央共同募金会「外国にルーツがある人々への支援活動応援

助成」の第 2回 (対象期間令和 3年 10月 ～令和 4年 9月 )お よび第 3回 (対象期間令和 4年 10月 ～令

和 5年 9月 )を得られたことは大きな成果であり、それによつて書籍や教材を充実させ、支援の質と量

を飛躍的に向上させることができた。さらに、令和 4年 11月 には「令和 4年度中野区区民公益活動への

政策助成」交付が決定し、令和 5年 1月 ～3月 には鷺宮区民活動センターで「いんくるスペースさぎのみ

や」をプレスター トした。「いんくるスペースさぎのみや」は、外国ルーツの子どもだけでなく、不登校

や経済的。家庭的事情、発達特性等、幅広い教育上のニーズを持つ子どもを対象とする学習支援であり、

当法人が日標として掲げる「多様な言語 。多様な文化・多様な発達特性を前提とする発達支援」と方向性

を一としている。来期 (令和 5年度)も中野区政策助成を申請し、活動を継続していく。また、地域の学

習支援以外の「個別の発達支援」についても、希望者を対象とし、当法人の事務所にて 1年間、相談を継

続することができた。

(2)発達支援に係る専門家・施設に対する助言 。指導・情報提供、及び (3)一般市民を対象とする

発達支援に係る情報提供・啓蒙活動については、前期同様 Web会議システム (Z00m)や Web集客サイ

ト (Peat�)を活用し、年度を通じて活動を継続した。特に、今期が 2年 目となる「日本語教育と特別支

援教育をつなぐ会」は、期中に 6回開催し、全国の専門家を結ぶネットワークを拡大することができた。

また今期は新型コロナウイルス感染の収束を視野に入れ、関東近辺の保育園、幼稚園を実際に訪問して

のコンサルテーションにも力を入れた。前期に比べて回数は約 2倍、内容と質も高まっており、今後の

事業拡大が期待される。中野区からの受託事業 「保育所 。幼稚園職員対象発達支援研修」も所管を保育

園 。幼稚園課に移して継続され、全 5回のオンライン研修を行った。

(4)発達支援に係る調査研究 については、上記のうち特に (1)において、当法人のスタッフらが協



力して個別ケースのカンファレンスを行ったり資料を検討することにより、支援の質の向上に努めてき

た。今後も積極的に研修等を行い、スタッフの資質向上に努めていく。また、当法人に属する専門家らが

外国ルーツの子どもの発達支援に関して調査 。研究を行い、広く世に問うていくことは、今後の重要な課

題として取り組んでいく。

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用【 3,777 】千円)

定款に記載
された事業名

事業内容
ω 日時
(B)場所

(0従事者
人数

(D)受益対象者
(E)人数

事業費
(千円)

(1)子 ども及び家
族を対象とする
発達支援に係る
助言・指導・情報
提供

子どもと保護者に対する
個別の発達相談及び学習支援

令和 4年 4月 1日 ～令
和 5年 3月 31日

HATI JAPAN事務所

3名

児童生徒及び
保護者

のべ 54名

420

中野区鷺宮地域
「居場所」学習支援

令和 4年 4月 1日 ～令
和 5年 3月 31日
毎月第 2・ 第 4月 曜日

「げつよう②④ひろ
ば」
鷺官西住宅集会所

のべ 129名

児童生徒及び

保護者

のべ 171名

1360

令和 4年 4月 1日 ～令
和 5年 3月 31日
毎月第 1・ 第 3土曜日

「ぷらすひろば」
イチイ・プラスライフ

鷺官地域センター

のべ 50名

児童生徒及び
保護者

のべ 102名

930

令和 5年 3月 1日 ～令
和 5年 3月 31日
毎月第 2・ 第 4土曜日

「いんくるスペースさ

ぎのみや」
鷺宮区民活動センター

のべ 16名

児童生徒及び

保護者

のべ 18名

180

中野区鷺官地域「居場所」学習支

援
情報提供のための学校訪問

令和 5年 3月 9日

中野区立西中野小学校

1名

公 立小学校の教
諭、児童および保
護者

約 500名

52

外国人支援団体との連携による
外国ルーツの子どもと保護者ヘ

のカウンセリング

令和 4年 4月 1日
～令和 5年 3月 31日
(全 10回 )
(社福)日 本国際社会事
業団 (ISSJ)
※Web会議システム

1名

外 国ルーツの子
ども及び保護者

のべ 20名

30

(2)発達支援に係
る専門家・施設
に対する助言・

指導・情報提供

国外の教育施設を対象 とする

子 どもの発達支援 と保育お よび

教育に関す るコンサルテーシ ョ

ン

令和 4年 4月 1日 ～令
和 5年 3月 31日
(全 21回 )
Rumah Kecil保 育園お
よび TARUWttA小 学校
(イ ン ドネシア )
※Web会議システム

1名

インドネシア人
保育者・教員

のべ 252名

36

オンライン交流会「日本語教育と
特別支援教育をつなぐ会」

令和 4年 4月 1日 ～令
和 5年 3月 31日
(全 6回 )

※Web会議システム

8名

外国ルーツの子
どもを支援す る

専門家

のべ 170名

66



公立学校の日本語指導者を対象
とする
外国ルーツの子 どもの発達理解
に関する研修講師

令和 4年 6月 24日

八王子市教育委員会
八王子市教育センター

1名
公立学校の 日本
語指導担当者
25名

令和 5年 2月 23日

(公財)新宿未来創造財
団
新宿区立教育センター

1名

公 立学校で外国
ルーツの子 ども
の 日本語学習支
援を行う支援者

40名

8

公的発達支援機関の職員を対象
とする
多言語 。多文化の発達相談に関す
る研修講師

令和 4年 8月 29日

船橋市こども発達相談
センター

1名

子 どもの発達支
援 に関わる専門
家

24:名

11

外国人支援団体による「外国につ

ながる家族 と子 どもへの相談支
援オンラインセミナー」講師

令和 4年 9月 19日

(社福)日 本国際社会事
業団 (ISSJ)
※Web会議システム

1名

外 国ルーツの子
どもの支援 に関
心を持つ専門家
および一般市民

45名

12

保育士 。幼稚園教諭を対象とする
子 どもの発達支援に関する研修
講師

令和 4年 4月 1日 ～令
和 4年 3月 31日
(全 5回 )

中野区受託事業
※Web会議システム

3名

保育士 。幼稚園教
諭

のべ 120名

190

外国ルーツの子 どもの支援機関
立ち上げを検討する専門家会議
「Team藍海」

令和 5年 1月 ～3月
(全 4回 )

当法人
※Web会議システム

4名

外国ルーツの子
どもを支援す る

専門家

のべ 11名

6

「子ども主体の保育」に取り組む

園を支援する事業立ち上げの検

討会議
「HOIKU with YOU」

令和 5年 1月 ～3月
(全 4回 )

当法人事務所および
Web会議システム

1名

子 ども主体の保
育に関心を持つ

保育士等専門家

のべ 16名

12

保育士を対象とする
子どもの発達支援と保育に関す
る研修講師

令和 4年 4月 1日

あそびの保育園
※Web会議システム

1名
保育士

4名
13

令和 4年 6月 8日

親心をはぐくむ会
※Web会議システム

1名
保育士

9名
11

保育園・幼稚園訪問支援
子どもの発達支援と保育に関す
るコンサルテーション

令和 4年 6月 ～令和 5
年 3月

(全 15回 )

りんどう幼稚園

1名
保育園教諭

のべ 48名
133

令和 4年 7月 ～令和 5
年 2月
(全 5回 )

わかな保育園

1名
保育士

のべ 25名
74

中学校教員を対象とする
子どもの発達理解 と保護者連携
に関する研修講師

令禾口4年 8月 26日

武蔵野市立第六中学校
1名

中学校教諭

16名
5

8



子 どもの発達支援に携わる専門
家を対象とする
個人コンサルテーション

令和 3年 4月 1日 ～令
和 4年 3月 31日
(全 21回 )

※Web会議システム

1名

心理士 。社会福祉
士・保育士 。日本
語講師

のべ 21名

21

児童精神科クリニック訪問支援
子どもと保護者を対象とする
子 どもの発達に関するアセスメ
ントおよび相談

令和 4年 4月 1日
～令和 5年 3月 31日
(全 24回 )

こども・思春期メンタ
ルクリニック

1名

子 ども及び保護
者

のべ 72名

16

(3)一 般 市民 を
対象 とする発達
支援に係る情報
提供・啓蒙活動

オンライン座談会「のぞいてみよ

う ``世界の教室 "」 主催

令和 4年 8月 27日 、10
月 30日

※Web会議システム

8名

一般市民
外国ルーツの子
どもを支援す る
人々

のべ 17名

69

中野区社会福祉協議会
第 5期いきいきプラン推進委員会
委員

令和 4年 6月 ～令和 5
年 2月

(全 3回 )

中野区社会福祉協議会

1名

地域支援に関わ
る団体および一

般市民

のべ約 100名

18

赤い羽根中央共同募金会「外国に
ルーツがある人々への支援活動
応援助成第 2回」活動報告会

令和 4年 7月 20日

赤い羽根中央共同募金

※Web会議システム

1名

外 国 ル ー ツ の

人々の支援 に関
心を持つ一般市
民

51名

12

音声 S陽 を利用 した
「子ども主体の保育」に関する情
報提供
「保育 Cafe」

令和 4年 4月 1日 ～令
和 5年 3月 31日
(全 52回 )

SNS(ClubHouse)

1名

子 どもの保育に

関心を持つ一般
市民

不特定多数

19

地域住民の防災意識を高めるた
めの自治会主催イベン トヘの参
加協力

令和 4年 9月 3日

鷺官西住宅
2名

地域住民

約 80名
21

地域住民の相互理解 とつながり
を深めるための自治会主催「落ち

葉掃き」イベントヘの参加協力

令和 4年 12月 4日

鷺官西住宅
2名

地域住民

約 30名
21

日本語教育に関わる大学の講義
「外国にルーツのある子どもた

ちへの日本語教育」講師

令和 4年 6月 14日 、12
月 13日

東京外国語大学オープ
ンアカデミー
※Web会議システム

1名

外国ルーツの子
どもの 日本語教
育に関わる受講
者

のべ 26名

22

多文化共生をめざす地域活動に

関わる大学のゼミでの講義

令和 4年 9月 12日

帝京平成大学
※Web会議システム

1名
大学生

7名
13

(4)発 達支援 に
係る調査研究

個別の支援ケースに関する
スタッフ間のピア・コンサルテー

ション

令和 4年 4月 1日 ～令
和 5年 3月 31日

当法人事務所
学習支援開催地

のべ 195名

活動 に参加 した
ス タ

利用
ッフお よび
者

のべ 540名

10

(5)そ の他 目的
を達成するため
に必要な事業

計 3,777
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第 4期

自 2022年 4月 1日

至 2023年 3月 31日

NPO法人 I」lTIJAPAN多文化多言語の子ども発達支援



活 動 計 算 書

H哩 聖:堕嘘 壷 1咀塑 鐘塑 ________
[税込](単位 :円 )

自 2022年 4月 1日  至 2023年 3月 31日
【羅匿7::F:i5i:::il:i::T~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

【受取会費】
正会員受取会費
賛助会員受取会費
受取入会金

【受取寄付金】
受取寄付金

【受取助成金等】
受取助成金

受取補助金

【事業収益】
自主事業収益

受託事業収益

【その他収益】
受取 利息
経常収益 計

【経常費用】
【事業費】
(人件費)
役員 報酬
人件費計
(その他経費)

諸 謝 金
会 議 費
交際費
旅費交通費
通信運搬費
消耗品 費
広告宣伝費
地代 家賃
保 険 料
租税 公課
教 材 費
支払手数料
その他経費計
事業費 計

【管理費】
(人件費)

役員 報酬
雑給

法定福利費

人件費計

(その他経費)

諸謝金

会 議 費
旅費交通費

通信運搬費

消耗品 費
水道光熱費

地代 家賃
接待交際費

研修費
保 険 料
租税 公課
支払手数料
その他経費計

管理費 計
経常費用 計
当期経常増減額

当期正味財産増減額

前期繰越正味財産額

次期繰越正味財産額

75,000

45,000

8,000 128,000

29,000

2,866,965

21 700 2,888,665

2,302,742

799,700

846,600

___」 隻型L
872,255
43,829

20,498

120,486

2,863

150,804

44,235

513,400

29,865

1,000

1,126,954

4,438

2, 930,627

149,400

18,800

158,976

327,176

66,496

11,060

60,580

186,641

531,335

43,483

90,600
1,386

3,000
820

4,750

122,065

3,102,442

15

3,777,227

6,148,122

5,226,619

921,503

921,503
811,451

1, 122,216

1,449,392

1,732._9」型



貸 借 対 照 表
HATI JAPAN多文化多言語の子ども発達支援 [税込](単位 :円 )

【流動資産】
現 預 金
未 収 金
流動資産合計

【固定資産】
(投資その他の資産)
敷   金
投資その他の資産 計
固定資産合計

資産合計

I流動負債】
未 払 金
前 受 金
流動負債合計

負債合計

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額
正味財産合計

負債及び正味財産合計

《正味財産の部》

2,719,079

80,000

1,066,125

811,451

921,503

31

___と 2L堕≧

1,066, 125

1,732,954

__基雲塑理≧

の

1,919,379

799,700

80,000

80,000

《負債の部》

252,113

814,012



財務諸表の注記
HATI_TAPAN多づこ化

`多

,~言言吾
`)1こ
ど 1、発津支援 2023年 3月 31日 現在

【重要な会計方針】
財務諸表の作成は、NPO法 人会計基準 (2010年 7月 20日  2017年 12月 12日最終改正 NPO法 人
会計基準協議会)によっています。

【事業別損益の状況】
事業別損益の状況は以下の通りです。

た寄付等の内訳】
た寄付等の内訳は以下の通りです。

73 954 が の の

[税込](単位 :円 )

[税込](単位 :円 )

科 目
子ども保護
者す幡

施設専門家
す構

一般市民向
藤零 事業部門計 管理部門 合計

∩

〉

∩

ｖ 128,000 128,000
I取寄付金

∩

〉 29,000 29.000
戸
メ 2,888,665 ∩

〉 2,888,665 2,888,665
手業収益 128.000 2,947.694 26,748 3.102.442 3.102.442

∩

〉

ｎ

Ｖ 15 15

3,016,665 2,947,694 26,748 5,991,107 157,015 6,148,122
人件費 )

役員 報酬 647,400 99,600 99,600 846,600 149,400 996,000
158,976 158,976

雑 給 18,800 18.800
647,400 99,600 99,600 846,600 327,176 1,173,776

その他経費 )

諸 謝 金 472,837 382,048 17,370 872,255 66,496 938,751

36,229 7,600 43,829 11,060 54,889
10,213 10,285 20.498 1,386 21.884

(費交通費 65,360 55,126 120,486 60,580 181,066

通 2.863 2,863 186,641 189,504
'肖耗品 費 150,804 150.804 531,335 682.139

38,708 5,527 44,235 44,235
392,600 60,400 60,400 513.400 90,600 604,000

43,483 43.483
3,000 3,000

ヒ 険 料 29,865 29.865 820 30.685

公 課 1,000 1,000 4,750 5,750

1,121,322 5,632 1.126.954 1,126,954
2,691 1,087 660 4,438 122,065 126.503

そ の 2.324,492 522,178 83,957 2,930,627 1,122,216 4,052,843

:常費用 計 2,971,892 621,778 183.557 3,777.227 1,449,392 5,226,619

期経常増減額 44,773 2,325,916 2,213,880 ) 921,503

【使途等が制約
使途等が制約

の

【固定資産の増減内訳】

れ
れ

さ

さ

期首残高 当期減少額 備考内容
ｎ
Ｖ
　

　

ｎ^
Ｖ
　

　

Ｕ^

2,175,977

690,988

21,700

2,175,977

690,988

21,700

ｎ
ｖ
　

　

Ｏ^

　

　

Ａ
υ

今期中に150万 円が入金
したが未使用の809,012

円は前受金に計上して

2.888.665 2.888.665

第2回赤い羽根助成金

第3回赤い羽根助成金

中野区政策補助金
合計

科 目 取得 減少 期末取得価額 減価償却累計額

敷 金

合計

40.000 80,000 40,000 80,000 〈
Ｕ 80,000

40.000 80.000 40.000 80.000 80.000

[税込](単位 :円 )

科 目 期首残高 当期借入 当期返済 期末残高

短期借入金

合計

1.476.040 1,476,040

1.476.040 1.476.040

【借入金の増減内訳】

取

人 イ

小

広 告

抽 代

和

教

支払 ―

:言十



財 産 目 録
HATI JAPAN多 文化多言語の子ども発達支援 [税込](単位 :円 )

I流動資産】

現   金
普通 預金
ゆうちょ銀行

住信SBIネ ット銀行□

現金 。預金 計

未 収 金
売上債権 計

流動資産合計

【固定資産】

(投資その他の資産 )

敷   金
投資その他の資産 計
固定資産合計

資産合計

未 払 金
前 受 金
流動負債合計

負債合計

正味財産

7,179

1,912,200

(1,550,379)

(361,821)

1,919,379

799,700

80,000

2,719,079

80,000

80,000

《負債の部》

1,066,125

2,799,079

1,066,125

負債】流動

252,113

814,012

732.9541,

799,700



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

令和 4年度 年間役員名簿 (前事業年度において役員であったことがある全員の氏名及び住所又は居所並びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿)

生菫奎生宣型置塾丞ム」夏上型聖△ユ菫
=菫

二塁菫2重塁2ヨL≧ヨ主曇達菫盤_

1 確認事項 (法第20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )
□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係 )

2 役員一覧

役 名
どちらかに○

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間

(該当者のみに記入)
氏   名

1 〇
・監事

(ヒ ガシタニ チサコ) 令和 4年 4月 1日

31日令和 5年 3月

令和 4年 4月 1日

31日令和 5年 3月東谷 知佐子

ｎ
Ｚ ∈菱)監事

(タ ナカ マスミ) 令和 4年 4月 1日

31日令和 5年 3月田中 真寿美

〇
・監事

(ア コシマ シゲミ) 令和 4年 4月 1日

31日令和 5年 3月阿子島 茂美

4 o・ 監事
(ム ライ ユウキ) 令和 4年 4月 1日

31日令和 5年 3月村井 友貴

5 理事・〇

(ハヤシ エイジ) 令和 4年 4月 1日

31日令和 5年 3月林 榮治



書式第 4号 (法第 10条 。第 28条関係 )
設立 口事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

翌L菫上宣型墾塾墜塾」週L_」△型里墜墨昼ヒ上多重王Ω:ヨL≧ヨL主宣重」量|

氏   名

1 東谷 知佐子

2 田中 真寿美

3 サリネン れい子

4 奥村 安寿子

5 村井 友貴

6 久保 大樹

7 濱田 勝江

8 石踊 千夏

9 千葉 暁世

10 中尾 恵

11 和田 麻子

12 大杉 佳美


